
  

 

第１３９０回 例会 ２０２０年（令和２年）１月２７日 

（職業奉仕月間） 

 

前回（１月２０日）例会記録  

◇プログレス 岡野 秀章 副ＳＡＡ  

 

１．来客紹介  小島 常男 親睦委員       

  ゲスト：１名 地区外：０名 地区内：２名 合計：３名 

  ゲスト：米山奨学生 ゴーチュンタン 君 

 

２．会長の時間  塩尻 明夫 会長 

 

 皆様こんにちは。 

ビジターの皆さま、本日もようこそいらっしゃいました。ごゆっくりお過ごし下さいませ。 

さて、土日は「今回が最後」と言われる大学入試センター試験でした。 

私の下の娘も受験をしており、親として少々緊張しておりましたが、お蔭様でほぼ狙い通りの 

結果が出せて、第一段階は一安心といったところです。 

１９９０年に始まったセンター試験は、もともと国公立大学の志望者を対象とした共通一次試験を 

引き継ぎ、希望する私立大学も参加できるような制度として始まりました。 

途中で２００６年に英語のリスニング試験が追加されるなど様々に変遷がありましたが、１１年間だった共通一次試験の 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 原山 歩 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「おおロータリー」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ クラブフォーラム 「職業奉仕部門」 ～１４：００延長 

○ 新入会員歓迎会 ホテルサンホワイト「中華料理 桃花園」 １８：３０～ 

・ゆき 

・スキー 

・富士山 



 

３倍近い、３０年以上続いたことになります。 

さて、このセンター試験が終わった後に控えている「大学入学共通テスト」が現在課題となっています。 

この試験の大きな特徴は、次の３つと言われています。 

・国語と数学に記述式問題を導入（現在は全てマークシート方式） 

・問題の内容を、より思考力や判断力、表現力を評価できる形に見直す 

・英語において、「読む」「聞く」「話す」「書く」の４技能を評価するため、民間の試験を活用する 

ただ、ニュースで皆さんご存知のように、この新しい考え方にはいくつもの課題があるといわれています。 

まず、国語と数学への記述式問題の導入については、５０万人にものぼる受験者の記述式の答案を短期間で正確に 

採点できるかという大きな問題があります。 

元々機械を使って高速に採点できるようにと作られた制度ですから、その短い期間に人間が採点する時間がとれるか 

どうかは正直疑問です。 

また、採点については学生バイトを調達しなければならないとも言われており、採点品質の平準化が図れるのか、 

公平性が保てるのかという問題もあります。 

また、そもそも記述式問題を入れるだけで、本当にマークシート式よりも能力が測れるようになるのかといった疑問が 

出されています。 

しかし一番大きな問題として議論されたのが、英語における民間試験の採用です。 

文部科学省がもともと公表していた方針によると、大学入試センターがどの民間試験を使うか選定するとのことでした。 

しかし現在実施されている民間の英語試験は、大学留学のためや、ビジネスにおける英語力を評価するためなど、 

それぞれ異なる目的で作られていて、そもそも日本の大学入学レベルを選定するために作られたものではありません。 

様々な問題点への批判がなされる中、昨年１１月１日、文部科学省はセンター試験の後継として始まる大学入学共通 

テストで活用する予定だった英語民間試験について、来年度からの活用を見送り、 ２０２４年度に実施する入試からの 

活用を目指して検討する方針を発表しました。また、１２月１７日には国語・数学の記述式についても延期することを 

明らかにしました。 

今回の問題でうっすらと浮かび上がってくるのが、よく名前の出てくる民間事業者です。 

文字では明らかにしませんが、記述式問題の採点業務の受注や、英語の民間テストで採用されたなど、今回の新テストに 

必ずかかわってきます。 

明らかに何かあるように見えるのですが、メディアがあまり突っ込まないところが逆に気になりますね。 

正直学歴社会なんてなくなればよいと個人的には思いますが、やはりいまだに若者の将来を大きく左右する受験に 

ついては、できるだけ公平性を保ったものにして頂きたいと願っております。 

 

３．ニコニコ報告  平山 明彦 親睦委員 

片岡 会員・・・・初例会欠席失礼しました。皆様今年もよろしくお願いします。 

平山、俣野、清水、沖、新川、小島、松永、原山、吉本、甚田、岡野、岡本(真)、山川、岡本(茂)、井澤、宮原、 

北野、塩尻、中村、伊藤、中嶋、林、中西、小山、松谷、 

  各会員・・・・阪神・淡路大震災から２５年 １．１７は「防災とボランティアの日」です 

 

４．委員会報告 

◎ 次年度国際奉仕委員会 岡野 秀章 委員長 

次年度のバリ島訪問の件ですが、９月１９（土）発-２３日（水）朝着で日程を決めさせていただきました。 

タマンＲＣにも岡本（真）さんより調整済みです。今年は是非ご家族の方も同伴いただけたらと思います。 

まずは皆様のご都合のつく限り、ご予定いただけますようお願いいたします。 



 

 

◎ 親睦委員会 山川 良知 委員長 

１月１４日（火）の新年初例会及び懇親会には多数のご出席、ご協力を賜りありがとうございました。来週の２７日（月）には 

新入会員歓迎会をホテルサンホワイトにて行います。出欠回答が未だの方は奮ってご参加ください。 

 

◎ 職業奉仕委員会 林   拓 委員長 

次週２７日は職業奉仕フォーラムです。ロータリーにおける職業奉仕の位置づけや、ロータリークラブとはどのような 

団体なのかを、新入会員にもわかりやすく地区の職業奉仕副委員長をされている澤田会員より、約４０分程度お話を 

頂戴します。 

その後、１５分前後の質疑応答時間を設けておりますので、新入会員の方は積極的に設問やご意見をお願い致します。 

フォーラムは１３：００～１４：００の予定です。通常例会より３０分長い例会となりますのでご留意下さい。 

 

５．地区委員会委嘱状授与 

地区より委嘱状が届きましたので、塩尻会長より授与されました。 

 ２０１９‐２０年度 米山奨学生選考 委員    清水 清一 

 ２０２０‐２１年度 米山奨学委員会 副委員長 清水 清一 

 ２０２０‐２１年度 社会奉仕委員会 委員    澤田 宗久 

 

６．米山奨学金授与 

 

塩尻会長より、米山奨学生ゴーチュンタン君に奨学金が授与されました。 

その後、簡単に近況報告をしていただきました。 

 

 

 

 

７．出席報告 岡野 秀章 副ＳＡＡ 

会員総数 ３６名 出席率計算会員数 ３４名 出席会員数 ２９名 出席率 ８５％ 

第１３８７回（１２月１６日） 修正出席率 ９４％ 

 

８．年男放談 （子年） 

 

◎大磯 隆一 会員 

 

 私の生まれた年は、ベルリンオリンピックの年であり、又二、二六事件で軍政の始まった時期であります。 

私の人生は良き友人に恵まれ幸せだったと思います。 

戦後、大阪船場の店舗跡の焼け野原に家を建て、船場中学では、後の日銀総裁の福井俊彦氏とも楽しく過ごしました。 

中・高から大学時代を共に過ごした仲間も、一人減りして寂しく感じる昨今であります。 

我が社もオイルショック・バブル崩壊、色々ありましたが、企業規模の縮小等、努力して参りました。お蔭様で創業百周年を 

迎えることが出来ました。これもひとえに多くの皆様方に支えられての事と、心から感謝申し上げます。 

 



 

９．フリートーク 「会員増強について」  

◎ 会員増強委員会 岡野 秀章 委員 

 

今年度も半年が経ちましたので、会計の現状を報告させていただきます。 

もともと年度予算は２００万円の収支赤字となっています。期首ストックの預金が全部で 

１４００万円なので、理論上７年で資金が底をつく計算になります。 

そこで予算外収入実績及び予定をご報告いたします。 

・ クリスマスドネーションとオークションで＋約４０万円 

・ 会員増加 １人１５万円、１減３増で＋３０万円 

・  年度末に個人預金からニコニコへ＋７０万円（予定） 

合計１４０万円が予算外収入になります。 

ただまだ６０万円が不足となりますので、引き続き増強を継続する必要があります。2月３日のフリートークで前半 

イニシエーションスピーチの後、後半で引き続き会員増強施策について検討させていただく予定になっております。 

 

◎ 会員増強委員会 清水 清一 委員長 

 

今年度前半が過ぎ、会員の皆様の多大なるご協力のお陰で 3 名の新入会員を迎えることが

出来、大変喜んでいます。ありがとうございました。後半も更なる会員増強に努めたいと思って

おりますので会員各位のご協力をよろしくお願いいたします。 

さて、会員増強委員会には職業分類の検討という項目もありまして、会員数の増大を図るだけで

なく、本クラブの充填及び未充填職業分類表を検討し、未充填の職業分類を充填する為に適切

な人物を積極的に進めなくてはならないと記されています。 

当クラブの状況はクラブ活動計画書に記載されている職業分類表を見て頂ければお分かりいただけると思いますが、各 

項全てが揃っている訳ではありません。 

会員増強をお願いするに当たり、職業分類も考慮して頂き会員一人一人の取り巻く地域社会にあるビジネスと、又別に 

専門職の実情に沿った会員基盤を築くための活動を一つの要素と考え、後半における増強活動に絶大なるご協力を 

お願い致します。 

                          ★２月例会予定★ 

 日  司会 プログラム 歌 その他 

 ３  

平和と紛争予防／

紛争解決月間 

 

2/15(土) 

地区研修セミナー 

 

2/29(土) 

補助金セミナー 

岡野                                                            イニシエーション： 

中西会員 

フリートーク 

 

「君が代」 

「四つのテスト」 

お誕生日お祝い 

理事会６階「橘の間」１３：４０～１４：４０ 

お食事：洋食 

※例会場は７階「フォンタナ」です 

１０ 

 

岡野   

                              

クラブフォーラム： 

国際奉仕部門 

「それでこそロータリー」 フォーラム １３：００～１４：００ 

お食事：軽食 

※例会場は７階「フォンタナ」です 

 

１７ 岡野 バズセッション： 

国際奉仕活動について 

「奉仕の理想」 

 

お食事：和食 

 

 


